
 

 

 

平成２８年２月２２日 

      愛  媛  大  学 

 

埋蔵文化財調査室 調査成果速報展 

文京遺跡の解明Ⅲ 

「食の記憶 ―1,500～2,000 年前の食生活―」 

つきましては，地域へ広く周知いただきますようお願いいたします。  

なお，展示にあたり，報道関係者のみなさまに下記のとおり説明を行いますので，ぜひ，

取材くださいますようお願いいたします。 

記 

 

期  間：平成 28 年 2 月 17 日（水）～ 平成 28 年 3 月 31日（木） ※毎週火曜日は休館 

（マスコミ説明：2 月 29 日（月）午前 10 時 30 分～） 

会  場：愛媛大学ミュージアム エントランス（愛媛大学城北キャンパス内） 

開館時間：午前 10 時～午後 4時 30 分（入館は午後 4時まで） 

対  象：一般の方 

入 館 料：無料 

駐 車 場：無（公共交通機関をご利用ください） 

※ 伊予鉄道市内電車「赤十字病院前」下車，北へ徒歩約 5分 

※ 報道機関の方で，車で取材に来られる場合は，正門警備員室で会社名等を

ご記入の上，来客用駐車場を利用してください 
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このたび，愛媛大学埋蔵文化財調査室は，調査成果速報展「文京遺跡の解明Ⅲ 食の

記憶－1,500～2,000 年前の食生活－」を開催します。 

埋蔵文化財調査室では，城北キャンパス内の文京遺跡をはじめ，愛媛大学内の遺跡

（埋蔵文化財）の発掘調査およびその成果の公開を行っています。 

本速報展では、文京遺跡で発見された弥生時代から古墳時代の食に関連する遺構・

遺物を通じて，1,500～2,000 年前と現在とを比較しながら食の歴史を考えます。 

本件に関する問い合わせ先 

埋蔵文化財調査室 

 教授  田崎 博之 
 講師  三吉 秀充 

TEL：089－927－9127 

http://maibun.adm.ehime-u.ac.jp/index.html
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文京遺跡出土の食関連遺物について 

        愛媛大学埋蔵文化財調査室 

埋蔵文化財調査室では、大学構内遺跡の発掘調査報告書刊行に向けた整理作業を進めて

います。その中間成果報告を、今年度2回にわたってミュージアムエントランスでスポット

展示しています。第3回は、愛媛大学城北キャンパスにある文京遺跡で発見された1,500年

～2,000年前の食に関連する分析・検討成果を「文京遺跡の解明 Ⅲ、食の記憶－1,500年～

2,000年前の食生活」として、平成28年2月17日から3月31日まで展示します。 

文京遺跡の解明Ⅲ 食の記憶－1,500~2,000年前の食生活 

城北キャンパスの地下に眠る文京遺跡には、約 2,000年前の弥生時代中期末～後期前半、

大規模な集落が広がっていました。 

①埋蔵文化財調査室では、当時の「食」の解明を目指して、ゴミを捨てた穴や住居内の炉

跡の土を水洗
すいせん

篩
せん

別
べつ

しています。その結果、炭化したコメ（米）、ムギ（麦）、アワ（粟）、

キビ（黍）などの穀類やササゲなどの豆類、マダイやイノシシの歯骨片などが残されて

いることが分かってきました。当時の食生活は思った以上に食材が豊かです。また、コ

メが主体で、雑穀が少量伴います。現代の雑穀御飯に似ています。 

②文京遺跡では、煮炊きに用いた甕が大量に出土していますが、どのように火にかけてい

たのか分かっていませんでした。甕の内外面に付いたコゲやスス、火を受けた痕跡の観

察結果から、これまで考えられていた煮炊きの方法と異なり、甕を斜めに傾けた煮炊き

を明らかにできました。 

      

水洗篩別で採取した穀類・豆類（左からコメ、オオムギ、アワ、キビ、ササゲ属、〈いずれも弥生時代〉） 

 

 

水洗選別で採取した歯骨片（左上からタイ科歯〈弥 

生時代〉、マダイ椎骨〈古墳時代〉、イノシシ臼歯〈 

弥生時代〉、イノシシ／ニホンジカ指骨〈古墳時代〉）   甕を斜めに傾けて煮炊きしていた様子（復元） 

 


